
■実施期間 ■回答数

　令和2年11月25日（水）～12月11日（金） 回答者 38

■質問項目・回答者数

選択肢 回答者数 割合

10代以下 0 0%

20代 1 3%

30代 4 11%

40代 7 18%

50代 7 18%

60代 7 18%

70代以上 12 32%

　無回答 0 0%

38 100%

選択肢 回答者数 割合 回答者数 割合

紀見 4 10.5% 2 5.3%

柱本 1 2.6% 5 13.2%

境原 1 2.6% 3 7.9%

橋本 4 10.5% 6 15.8%

学文路 2 5.3% 1 2.6%

清水 3 7.9% 0 0.0%

隅田 3 7.9% 0 0.0%

あやの台 1 2.6% 0 0.0%

恋野 2 5.3%

38 100.0%

選択肢 回答者数 割合

よかった 30 78.9%

よくなかった 5 13.2%

無回答 5 13.2%

40 105.3%

〇あなたははぐくむサポーターになってどうでしたか。

市外

無回答

城山

三石

高野口

応其

信太

橋本市の自治と協働をはぐくむサポーターアンケート

〇あなたの年齢を教えてください。

〇あなたのお住まいの小学校区を教えてください。

選択肢

西部

10代以下
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上
無回答

よかった

よくなかった

無回答



皆さんの中に浸透しているのでしょうか。

橋本市の取組が良くわかるようになった。

情報がいち早く耳に入る。

サポーター通信が届くので、協働についてなんとなくであるが意識することが出来た。

平成30年に登録したが委員会の動きも判らず前に進んでいないように思える。
現在の進行状況がわからない。

会に参加し色々なお話を聞くことが出来たのでよかったです。

憩いの場づくりボランティア活動に参加できた。

ヒト事としてではなく自分ゴトとして考えることが出来るようになった。

一市民の意見が聞いてもらえる。
人権室が日々のくらしに役立つ研修会をしている。例えば片付けの方法etc

今までに、はぐくむ委員としてのイベント等の案内があったのでしょうか。
一度も参画していませんので、良し悪しの判断が出来ません。

これからのまちづくりに自分の意見が少しでも取り入れられる

少しでも市政を身近なものと感じられた。

橋本市の市政や町のことに関心が深まった。

具体的な活動がしていないので特になし。

協働のまちづくりについて、知ることが出来た。

昨年一回だけ傍聴させて頂きました。委員会の内容、情報がわかり大変勉強になりました。ありがとうございま
した。
良い意見が出ている（建設的な意見）のでもっと前進と言いますか予算も必要と思いますが一歩一歩前進推進さ
れてはどうでしょうか。

理由

はぐくむ条例に関することで、情報の取り逃しがなくなった。

橋本市に貢献したかったので、よかった。

みんなで橋本市をよりよい町にしていくお手伝いできること。



市行政についての情報の入手が出来た。又関心が増した。

最近はほとんどないが、情報が得られたため。

ほとんど活動ができず、サポーターとして申し訳ないです。
来年度はサポーターの集まりなどがあれが良いなあと思います。
委員とサポーターと勉強会など

協働のまちづくりを目指した市からの情報発信がない。
特に市長からの市政運営に関する情報ではぐくむ条例への熱意が見えずサポーターとして何をすべきかがわから
ない。

先が見通すことができる。

はぐくむ委員会の傍聴をさせてもらえた。

コロナ禍の為か。委員会の具体的な活動が見えてこない。
サポーターとは名ばかりの気がして自分自身も何も活動が出来ていない。

市の情報を受けられる点

取りこぼしそうな情報を送ってもらえる

橋本市の将来や街づくりについて考えるきっかけになりました。

まちづくりの一端に関与出来ていると感じられる。

協働の取組について知り考える機会となる。

あまり実感がないが、良いことをしている気分になれた。

自分の意見を述べるチャンスがない。本当に生活に大変な人が会議に出ていない。

特にたいした活動をしていなのでわからない。

市政に参画できると感じた

子どもを育てやすいまち

みんなよいバランスで協働しあえるまち

〇あなたは、橋本市にどんなまちになってほしいと思いますか



保育園・幼稚園・こども園・小学校・中学校・高校で遊べる場所がいろいろあってほしい。

高齢者になっても移動の便利さを感じられる町

住みやすくて誇りの持てるまち

共助が盛んなまち

住みやすい魅力的な誰でも住みたくなる町づくり

工業団地を誘致し、職住近接の街を推進する。

人口が減っていく未来に対して橋本市内で関わる人々が協力するまち！

空・山・川大自然を大切にするまちづくり

もう少し公園施設を拡充してほしい。

コンパクトシティ

子育てがしやすい地域があたたかいまち

多様な人々の間にあたたかい交流があるまち

ゴミのない綺麗な街、橋本市を誇る市民でありたい。

活気がある協働のまち

子どもの笑い声がきこえる町

本市の良さを子どもたちにアピールしていくこと

ずっと住み続けたいと思えるまち

身体の不自由な人高齢の人が多くなる時代手足となって共助の気持ちでの街であってほしい。

お互いの役割を認識した自主的な市



〇その他意見

各中学校の生徒が少ないから、高校に行って自分と同じ出身中学校の人が少ないと寂しい。
母校やのに寂しすぎると孫がいいます。中学校の人を多くしてほしい。

誰もが安心して暮らせるまち。

誰もが住みやすくこの自然豊かな環境に感謝できるような生活ができる市
→住みやすく心豊かな市

はぐくむ条例の前文で述べられていた街になってほしい。
その為に条例第8条を総合政策部として本気で推進してほしい。

子育てしやすく教育環境のよいまち

配信回数が少ないので、はぐくむ委員会以外の委員の公募やパブコメのお知らせなども配信できるともっと良い
なと思いました。

高齢化、人口減少社会に対応したまち

生涯住みたいと思えるまち

みんなが心に余裕をもって暮らせるまち

弱い立場の人も考えることができる様なまち（お金ではなく、心）

高齢者障がい者が住みよい環境作りに取り組む

橋本市は自然豊かな地、その自然をもっとPRし観光、物産に力を入れる。

若い人が活躍できるまち

色んな年代の人が住みやすいまち

貧困でも高齢一人暮らしでも住みよいまち。

親切で笑顔あふれるきれいな町

人にやさしい街

健康で暮らしやすい地域になってほしい。



図書館は文化のパロメータと言われています。橋本市の文化に貢献し学び続ける市民を育てるために図書館の充
実をしてほしいです。

地域での助け合いボランティア活動にブレーキがかかったのが残念。

若い世帯が市外から転入できるPR活動が必要。

昨年のアンケート結果から総合政策部が何を学びどのように行動したか？
本気度を出してもらいたい。橋本市に住んで40年過去の政策から見て成功事例が皆無の市といって良いのでは？
成功事例を知らない組織は衰退し倒産するであろう。

若者が元気で将来に夢と希望をもてる政策の実行を願っています。

高齢者の買い物難民を救ってください。
私の母は89歳免許証がない為食料品の買い物に一人で行けません。足も弱っているので歩いても無理そんな老人
が沢山居るはず。

お互い思いやる気持ちを持てる町になって欲しい。
職員の方は熱心な方とそうでない方の差が大きすぎる。良い方は本当に仕事ぶりも心遣いもとても良いのですが
…仕事をしているフリでもしてくれたら気持ちよく納税できるのに…仕事をしていない方（いやいや仕事をして
いる方に）に税金を払うのはイヤ！！これは感情的に…

女性の地位向上に対する市民への意識づけの活動をもっと活発化してほしい。

町内で子どもの笑い声が聞えるまちであっても、高齢化が進んでいる状態で高齢者は自家用車両がないと動けな
い現状です。
コミュニティバスの増便が出来たらよい。病院通いだけでも安心に利用出来るようにしてほしい。

地域運営組織の地域割りは毎年度に決裁するのか。
①区・自治会②介護支援③小学校④公民館制の組織の範囲がある組織の整合性。
組織の一本化が必要と思う。
言葉の解釈の統一が必要であり、橋本市市民の単語集が必要です。

生まれ育った橋本のためにボランティア活動をさせていただいております。
子供の頃家族の愛、地域の人々の熱い愛に育まれ成人することができた街に帰って来ています。今はその愛を地
域の子ども達に与えることで恩返しして行きます。

令和2年1月改正の市のコミュニティバス、デマンドタクシーは利用者特に高齢者を忘れた。役人の考えが反映さ
れている。市役所に行くのにどれだけ苦労しているのか。車を持たない人にとって。
駅前施設を充実し、ハブ機能を持たせる。

コロナも心配ですが来年度はもっと積極的に活動したいです。

山田橋からパチンコウィングまでの遊歩道が欲しい。

高齢者が増えるので道路を舗装してほしい。

住んでいる地域によって、まちづくりへの活動がバラバラにならないような取組みになるようにお願いします。

コロナで様々なことが予定が立てられない中、ご苦労様です。そんな中でも、しなやかに、あたたかくまちづく
りがあるといいなと思います。私事ですが娘の不登校をきっかけに6月から小さなフリースクールを始めまし
た。市外からの子も通ってくれていますが今後、まちのコミュニティづくりの１つとしても場を育てていけたら
と思っています。
赤ちゃんから、おじいちゃん、おばあちゃんまで…あたたかなつながりがつづきますようにまた、情報をお待ち
しております。


